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１．事業目的

標準化を戦略的に活用することは、サービス産業及び企業が成長するに当たって課題解決

に有効な手段である。他方、サービス分野は標準化の成功体験が少ないため標準化の価値が

認識されておらず、ノウハウや人材が乏しい。そこで、産業界や有識者の意見を幅広く取り入

れながら、標準化の活用類型を、精査分析・識別したうえで、類型に対応するサービス産業に

おける標準化の有用性を整理し、そのうえで、サービス分野における規格開発を促進するた

めサービス規格のマニュアルを策定する。

このマニュアルによってサービス分野での規格開発を促進・普及させ、サービス品質の向上

や生産性の向上等、サービス産業における標準化戦略的活用を促進する。

これによって我が国のサービス産業の国際競争力と付加価値を高め、更には国際標準化も

視野に入れ市場の拡大を図る。
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３．国際調査 ②サービス規格の活用類型案（METI資料から抜粋）





４．ヒアリング項目（案）

①業界・サービスについて

1）サービス領域、サービスの特徴

2）対象顧客

3）業界概況（業界概況、有力企業、参入条件、競争の状況等）

4）業界全体の（課題産業拡大の阻害要因（サービス規格の活用類型A～Gにあてはめたい））

5）課題解決に向けた取組み（クレームがある場合、その状況と改善策を伺う）

②-1すでにガイドライン等のある業界向けの標準化に関する質問事項

1）業界基準、ガイドラインの概要

2）対象、範囲、審査方法（あれば）

3）策定の背景、経緯、目的

4）策定方法

5）活用のされ方

6）業界基準、ガイドラインの効果

7）事業者、消費者への普及状況、普及方法等

8）業界基準、ガイドライン以外にルール化の必要な部分

9）JIS化の意向、推進要因または阻害要因

②-2ガイドライン等のない業界向けの標準化に関する質問事項

1）標準化・ルール化が必要と思われる事項

2）想定される対象者、範囲、評価方法

3）標準化に向けた推進・阻害要因（JIS化の要望、JIS化の問題点を伺う） 7
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「１．サービス標準の活用類型の分析、及びそれに対応した有用性の整理」によって明らかになったサービス規格に必要な
要素の基本体系を踏まえ、サービス規格作成の基本的な流れやポイント、注意事項などを分かりやすく説明した規格作成
の実務者用のマニュアルを作成する。

作成するサービス規格のまとめ方（事例集）は、
「JIS原案作成の手引き」における製品規格のまとめ方、試験方法規格のまとめ方のサービス版

５．サービス規格のまとめ方（事例集）の作成 ①概要





５．サービス規格のまとめ方（事例集）の作成 ③構成（案）

項目 内容

0. はじめに
サービス規格が求められる社会的背景やサービス規格の意義、本マニュアルの意図を
記載。

1. 標準化とは・サービス規格とは
標準化とは、サービスの定義、サービス規格の定義、製品規格やマネジメント規格との
違いを解説。

２. サービス規格の活用類型 活用類型ごとのメリットを紹介すとともに活用目的に応じた標準化のポイントを示す。

３. サービス規格の構成要素 JIS化に対応したサービス規格の構成要素を一覧で紹介。

４. サービス規格の構成要素の解説
サービス規格の各構成要素についてどのようなことを規定、記載すべきか箇条ごとに
解説を行う。

５. 規格を作成するうえで考慮すべき事項
サービスの効率など構成要素の箇条としては登場しないが規格を作成する上で考慮
すべき重要な項目をまとめて解説する。

６. サービス規格の作成手順 規格名称の明示、原案作成、制定、制定後の注意事項などを示す。

７． 認証制度 認証制度の作り方を解説。

８. 規格の例 規格づくりの参考となる先行規格の例は最後にまとめて掲載。
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9月 10月 11月 12月 1月 2月

１．国際調査

1）サービス規格DB作成

2）調査対象絞込・活用事例調査

3）類型化

2．ヒアリング調査（MRIと連携して進める）

1）調査対象選定

2）調査票作成

3）アポ取り

4）実査

３．サービス規格のまとめ方（事例集）の作成

1）素案作成

2）調査結果のインプット

4.特定業種の規格例（プロトタイプ）の検討

1）素案作成

5.分科会 ★ ★ ★ （★）

参考）サービス標準化WG ★ ★ ★

7．スケジュール
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8．分科会 議題

日程 議題案

第一回
令和5年10月26日
15：00～17：00

・キックオフ、自己紹介
・事業概要説明
・海外規格事例調査（途中経過）の報告
・マニュアル案 のスコープ、項目の議論
・プロトタイプの対象業種に関する議論

第二回 令和5年11月下旬

・国際調査、ヒアリング調査の進捗報告
・本委員会提出用マニュアル案 の議論
・プロトタイプの進捗報告
・（普及啓発に関する議論）

第三回 令和6年1月中下旬
・マニュアルのとりまとめ（国際調査、ヒアリング調査含む）
・プロトタイプのとりまとめ
・普及啓発策の議論

（予備日）

第四回 令和6年2月中旬
※第三回WG本委員会議論によって分科会での議論が必要になった場合のみ開催
・WG本委員会の議論を受けた、改正資料の検討、確認








